
光触媒 抗菌・防臭 
 nanozone COAT 

室内空間 光触媒 施工 案内



。 。

NanoZone Japan 私達 想

私達 、理念 、目指 姿 。 

空間 （解決） 、 保 。 
酸化 光触媒 正 、 （誠実） 発信  

良識 行 。 

顧 、 考 。 
酸化 光触媒 次 。

p.2 当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。



p.3

自然 一部 、生

菌 共生。古来 人 方法 自然 中 見出 。 

日本 山葵 竹 皮、緑茶 抗菌・抗 作用 利用  
醤油・味噌、納豆 日本酒 、発酵 技術 磨 。 

、 恩恵 触 、人間 自然 一部 実感 。 

「菌悪 、 憎 」 、生物 共存 。 
健 心身 保 。 

反対 、健 心身 保  
菌 少 、穏 場所 保 。 

相反 2 、 取  
私達 考 、重要 課題 捉 。 

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。



届  “穏 ”

p.4

私達 自信 持 紹介 、nanozone SOLUTION（ ）  
他 類 除菌・抗菌効果 発揮 、優 製品 。 

、 効果 用 、菌 減 手段  
最終的 目標 考 。 

一日 大半 過 、住居 職場。 
穏 過 場所 、身心 気 配  

健 生 起点 得 。 

届  “穏 ” 

一番長 過 場所 、一番穏 過 場所 。 
、 。

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。



NanoZone Japan 

2007年

2014年12月　

高松正幸氏* 原料  
「自己結合性酸化 分散液」 開発 成功

共和国NanoZone s.r.o. 高松正幸氏  
「自己結合性酸化 分散液」 EU諸国内 

取引 独占契約 締結

2019年5月 高松正幸氏 技術顧問 迎 、NanoZone s.r.o 会社  
NanoZone Japan合同会社設立**　 施工 開始

共和国内 業界研究機関  
協力独自 応用実績 積 重 施工面積 

㎡

 
参加  
都市数

施工 救急車  
台数

39000+ 42+ 375+ 2075+

高松正幸氏 NanoZone s.r.o. CEO

施工・販売開始

** NanoZone s.r.o 資本関係 親子関係

2019年10月 家庭用 CC 日本国内販売

* 高松正幸氏   京都大学 1974年卒業  食品科学 研究開発、
、表面化学、 産業計画 開発 。

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.5



p.6

酸化 光触媒 nanozone SOLUTION

東欧・ 共和国 、周辺紛争国 難民  
移民受 入 、伝染病 対策 国 重要課題

EU 厳 基準  
共和国 医療機関 採用

共和国・ 社「nonoYO」 着目

EU 厳 基準  
医療機関、公共交通機関等 広 採用

非常 高 評価 受

酸化 光触媒 母国、日本  
nanozone SOLUTION 発売

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。



p.7

nanozone SOLUTION発売 経緯

－島国・日本－ 
・交通手段 発達 出入国増 
・守 反面、蔓延 危険性

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。



nanozone SOLUTION 込 意味

solution     1）溶液　２）解決

p.8 当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。

自己結合  
酸化  
安定的 分散  
唯一 水溶液

酸化 光触媒  
課題 解決

住空間  
環境 解決



 nanozone COAT 

自己結合性酸化 分散液（＝ ） 塗布 光触媒 施工 。 

施工面 酸化  光触媒  
、菌 繁殖、悪臭、PM2.5 有機物 種類 問 酸化分解 、水 CO2 分解 。

（無害化） 

経口毒性 皮膚刺激 成分 使用、人体 環境 優 安心
防汚・消臭・抗菌 。

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.9



 nanozone COAT 光触媒
施工面 光 受 、 、細菌 微生物  

酸化分解 、死滅 不活化、 、 、 、  
VOC(揮発性有機化合物) 水 CO2 分解 。

悪臭 揮発性有機化合物 
・PM2.5

菌／ 藻類 紫外線 花粉 
・

無害化

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.10



 nanozone COAT 特徴

施工時 
・前処理 施工不要 
・ 不要 
・短 時間 施工 可能

施工後 
・数分 乾燥 、 効力 開始 
・無害 施工前後 立 入 制限 、 入室 可能

施工表面 
・ 色調 保持 
・無色透明 、施工面 痛  
・木材・ ・布・金属 施工可能 
　　　　　　※生鉄 錆 発生 施工 注意 必要 。

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.11



効果  
多 方々 知 頂 CC 

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.12



CC nanosol CC 多数 口
※ CC 人体 安全 成分 作 商品 雑貨品 人体 噴霧 推奨

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.13



CC nanosol CC 多数 口
※ CC 人体 安全 成分 作 商品 雑貨品 人体 噴霧 推奨

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.14



▼

噴霧前

1時間後

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.15

他 除菌剤 違

次亜塩素酸 CC

▼ ▼

▼ ▼ ▼

24時間後

・次亜塩素酸
噴霧 除菌。 
24時間経過後 除菌効果認 。

CC

噴霧 面 菌 付着
除菌。24時間経過後 光触媒作

用 衰 、除菌効果 継
続的 発揮。



光触媒 ？

光触媒 仕組 、光 酸化 粒子 中 変換 、空気中 O2 微粒子表面
（O）、水中 H2O （OH-） 生成。 、 、細菌 微生

物 、臭 原因 VOC 、種類 問 、酸化分解・不活化 。 
施工面 、 特殊 酸化 、太陽光 蛍光灯、LED

光 吸収 強 光触媒作用 発揮 。 一度施工 面 、長期的 効果 発揮 続 。

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.16



従来 光触媒  
（ ） 違

従来 酸化  
▼ 

接着

酸化  
▼ 

自己結合 接着

（ ） 一切必要  
酸化 粒子 自己結合

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.17



＝「自己結合」 利点

酸化

吹 付  
施工面 自己結合 剥

粒子 作用

施工後、水 蒸発 酸化 粒子自体 表面 長期間 強 結合 行 。

従来 酸化

埋  
粒子 作用

劣化  
剥

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.18



p.19

酸化 光触媒 （業界 反省点）

酸化 、産業利用 数少 光触媒。 
発見 約半世紀、多 製品。 、認知、普及 広 現状。

考 原因

nanozone SOLUTION  
理想通 効果 発揮  

酸化 光触媒



酸化 自己結合  
施工 難 表面  
吹 付 、 結合 剥  
施工後 窓 UV  

施工可能 。

施工 可能 ！「自己結合」 利点　①

周囲条件下 1日逆 吊 。
後、再 AFM 用 表面  観察 。図3 表面
AFM像 示 。表面 粒子 剥離 起

分 。 画像 、 TiO 
2粒子 非常 平 上 付着
、 除去 示
。布、木、壁材  粗 表面 粒子 引 離

困難 容易 理解 。  

Shuji Adachi 
Professor of 
Division of Food Science and Biotechnology, Kyoto 
University, Kyoto 606-8502, Japan 

「 定着力」 
京都大学

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.20



室内施工 可能 ！

施工面 自己結合 （自己結合性酸化 ）  
揃 、面 露出 、室内 光 場所 十分施工 可能 。

「自己結合」 利点　②

　 等 分解性能　大 小

従来光触媒 紫外線 反応 → 屋外 施工可能
　光 　 大小

光触媒 蛍光灯 LED 光 反応 → 外光 入 室内 施工可能

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.21



施工面 持続的 結合 可能 ！

（自己結合性酸化 ）  
持続的 施工面 結合 、 光 反応 光触媒
、 頻度 抑 可能 。 
※ 必要時期 施工面 状況 異 。

   

     
   
 
 

NanoZone, s. r. o. 
SpojĤ 835/2, 70800 OVWraYa 

E-mail:info@nanozone.cz, web: www.nanozone.cz 

 

 
9âB - Technical University of Ostrava   INSTITUTE OF ENVIRONMENTAL TECHNOLOGY 

 
Measurement report and laboratory report 

for project No. CZ.01.1.02/0.0/0.0/17_115/0011684 
Economic contract No. 7501805 

³Nanoparticles for drinking water treatment´ 
Declaration of NanoZone s.r.o. concerning the 

measurement report results and laboratory reports. 
 
 
 

 

   

     
   
 
 

NanoZone, s. r. o. 
SpojĤ 835/2, 70800 OVWraYa 

E-mail:info@nanozone.cz, web: www.nanozone.cz 

 

 
The SURjecW ³NaQRSaUWicleV fRU DUiQkiQg WaWeU TUeaWPeQW´ fRcXVed RQ Whe fRllRZiQg 
analyses: 

Analysis of Ti4+ content in water  

Analysis of titanium nanoparticles present in water  

Microbial water purity analysis  

Analysis of ecotoxicity and biological activity of water  
 
Analysis of Ti4+ content in water  

Analysis of titanium nanoparticles present in water  

The AAS analysis did not show a statistically significant difference between the titanium 
content in the drinking water samples from the control (untreated) tank and the tank 
treated with the preparation containing TiO2 nanoparticles. 
No titanium was detected in any of the surfaces analysed. 
 
 
 

  
 
Microbial water purity analysis 
 
Based on these results, it can be concluded that with the increasing duration of 
nanoparticle action, there is no significant increase in a toxic effect on the indicator 
organism in the treated drinking water samples. 
 
The results of the acute toxicity tests performed on the bacterial strain Vibrio fischeri 
did not show the influence of TiZonic on the resulting toxic effect.  
 

   

     
   
 
 

NanoZone, s. r. o. 
SpojĤ 835/2, 70800 OVWraYa 

E-mail:info@nanozone.cz, web: www.nanozone.cz 

 

 
 
Analysis of ecotoxicity and biological activity of water 
 
The comparison of test results with and without TiZonic treatment shows that TiZonic 
does not induce a mutagenic effect in the water samples.  
 
Conclusion: 
 
TKe RbMecWLYe Rf WKe UeVeaUcK SURMecW ³NaQRSaUWLcOeV fRU drinking water tUeaWPeQW´ ZaV WR 
evaluate the effect of TiZonic application (based on TiO2 with particle size from 2 nm) when 
applied to surfaces of vessels that come into long-term contact with water (tanks) on drinking 
water quality, namely at intervals of 1, 30, 100, 200, and 300 days after the nanopolymer 
application. 
 
The titanium content in water was analysed using the ICP-MS method. The analysis of the 
titanium content did not show a statistically significant difference between the titanium 
content in the drinking water samples from the control (untreated) tank and the tank treated 
with the TiZonic preparation. In view of this fact, no further analysis of the particle 
distribution has been performed (see the Report), as it is evident that a potential finding of 
particle clusters is not related to the increased Ti content after wiping off the spraying. (Dust 
particles always move in the system).  
 
 
 
 

 

共和国、 工科大学 環境技術研究所
【飲料水用 施工 検出 毒

性細菌類検出 実験】測定報告 検査報告

ナノゾーンコート施工後、1日後、30日後、100日後、200日後、
300日後、それぞれに水中のチタン含有量・水中のチタンナノ
粒子含有量・微生物の水純度・水の生態毒性と生活活性の分析
を行ったところ 

いずれのテストにおいても 

ナノゾンコートを施工した飲料水用タンク内において、チタン
及び毒性のある細菌類は検出されませんでした。

「自己結合」 利点　③

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.22



使用 酸化 、食品添加物
世界 認 、人体 安全性 高 、歯磨 粉 化粧

品、内服薬 抗菌処理 使用 。 酸化
安全性 、米国食品医薬局（FDA） 認 。

＝安心・安全・無色

成分  
水（飲料水準）＋酸化 ＋酸化 分散 5%

含 5% 、製造過程
酸化 安定的 分散 入 、

使用 。 

*一般 消毒液 成分 75％ 多 。

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.23



本報告書の全部又は一部の無断 
転載転用を固くお断りします。 K AK E N

No .  OS - 1 9 - 0 2 9 3 6 0 - 1

試験報 告書
依頼者Na n o Z o n e J a p a n 合同会社 殿
品 名 不織布 1 点
試験項目 抗菌性
2 0 1 9 年 8 月1 目付けで当所に提出された試料の試
験結果は、下記のとおりです。

2 0 1 9 年8 月2 0 日

試験結果

No . 試 料* 1  

生菌数の常用対数値 
静菌 活性値 

△S  
接種直後 

8 時間 光照射後* 2  8 時間 暗所保存後 

① ナノソル 原 品 くl . 3  く1 . 3  3 . 5  - 0 . 4  

対照試料・[ 標準布( 綿1 0 0 %、白布) ]  4 . 3  4 . 8  5 . 3  

注* 1 紫外線放射照度1 mW/ c m2 、 2 4 時間のブラックライトによる事前照射を実施した
* 2 紫外線放射照度0 .  1 mW/ c m2 のブラックライト照射下で試験を実施した。

試験方法: J I S  R  1 7 0 2 : 2 0 1 2 、ガラス密着法
供試菌: 黄色ぶどう球菌・ 5 f t y わc o c c u s 創J 脚u s  NB R C  1 2 7 3 2

試料
①

N  K AK巨N  K A

以 上

本報告書に記載の試験結果は供試々料に対するものであり、荷口( ロット) 全体の品質を報告するものではありません。
事業所朱印のない報告書については、当財団は一切責任を負いかねますので、念のため申し添えます。

確 認 作 成 

の ㊥ 

 nanozone COAT 効果

p.24

黄色 球菌 効果 
約1万個 黄色 球菌 付着 、下記 条件下 菌数 変化 測定

処理　（下段：未処理） 従来 光触媒製品　（下段：未処理）

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。



本報告書の全部又は一部の無断 
転載転用を固くお断りします。 K AK E N

No .  OS - 1 9 - 0 2 9 3 6 0 - 1

試験報 告書
依頼者Na n o Z o n e J a p a n 合同会社 殿
品 名 不織布 1 点
試験項目 抗菌性
2 0 1 9 年 8 月1 目付けで当所に提出された試料の試
験結果は、下記のとおりです。

2 0 1 9 年8 月2 0 日

試験結果

No . 試 料* 1  

生菌数の常用対数値 
静菌 活性値 

△S  
接種直後 

8 時間 光照射後* 2  8 時間 暗所保存後 

① ナノソル 原 品 くl . 3  く1 . 3  3 . 5  - 0 . 4  

対照試料・[ 標準布( 綿1 0 0 %、白布) ]  4 . 3  4 . 8  5 . 3  

注* 1 紫外線放射照度1 mW/ c m2 、 2 4 時間のブラックライトによる事前照射を実施した
* 2 紫外線放射照度0 .  1 mW/ c m2 のブラックライト照射下で試験を実施した。

試験方法: J I S  R  1 7 0 2 : 2 0 1 2 、ガラス密着法
供試菌: 黄色ぶどう球菌・ 5 f t y わc o c c u s 創J 脚u s  NB R C  1 2 7 3 2

試料
①

N  K AK巨N  K A

以 上

本報告書に記載の試験結果は供試々料に対するものであり、荷口( ロット) 全体の品質を報告するものではありません。
事業所朱印のない報告書については、当財団は一切責任を負いかねますので、念のため申し添えます。

確 認 作 成 

の ㊥ 

本報告書の全部又は一部の無断 
転載転用を固くお断りします。 K AK E N

No .  OS - 1 9 - 0 2 9 3 6 0 - 1

試験報 告書
依頼者Na n o Z o n e J a p a n 合同会社 殿
品 名 不織布 1 点
試験項目 抗菌性
2 0 1 9 年 8 月1 目付けで当所に提出された試料の試
験結果は、下記のとおりです。

2 0 1 9 年8 月2 0 日

試験結果

No . 試 料* 1  

生菌数の常用対数値 
静菌 活性値 

△S  
接種直後 

8 時間 光照射後* 2  8 時間 暗所保存後 

① ナノソル 原 品 くl . 3  く1 . 3  3 . 5  - 0 . 4  

対照試料・[ 標準布( 綿1 0 0 %、白布) ]  4 . 3  4 . 8  5 . 3  

注* 1 紫外線放射照度1 mW/ c m2 、 2 4 時間のブラックライトによる事前照射を実施した
* 2 紫外線放射照度0 .  1 mW/ c m2 のブラックライト照射下で試験を実施した。

試験方法: J I S  R  1 7 0 2 : 2 0 1 2 、ガラス密着法
供試菌: 黄色ぶどう球菌・ 5 f t y わc o c c u s 創J 脚u s  NB R C  1 2 7 3 2

試料
①

N  K AK巨N  K A

以 上

本報告書に記載の試験結果は供試々料に対するものであり、荷口( ロット) 全体の品質を報告するものではありません。
事業所朱印のない報告書については、当財団は一切責任を負いかねますので、念のため申し添えます。

確 認 作 成 

の ㊥ 

 nanozone COAT 効果

摂取直後 ① 8時間光 照射後 ② 8時間暗所保存後

未処理 4.3 4.8 5.3

処理 4.3 1.3 1.3

従来 光触媒製品 4.3 1.3 5.1

不織布 暗所 移 間 時間 光 反応 光触媒反応 起
。 結果 瞬時 菌 不活化、臭 原因
VOC 分解 証明 。

① 8時間光照射 吹 付 不織布 菌数 1/100以下 低下 
② 暗所保存 不織布 同 1/100以下

処理　（下段：未処理） 従来 光触媒製品　（下段：未処理）

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.25



 nanozone COAT 効果

▼

板
施工前 施工5分後 施工 2週間後

▼ ▼

施工前 施工5分後 施工 2週間後

▼

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.26



 nanozone COAT 施工例

【 共和国　手術室/ICU】 
共和国 、病院 医療機関、空港・鉄道 交通機関 

教育機関、浄水槽 中 、幅広  導入 。手術室 ICU（集中治療室）  
衛生管理 求 場所 導入 、高 評価 頂 。

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.27



 nanozone COAT 施工例
【 共和国　 空港】

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.28



 nanozone COAT 施工例

【車 施工】 
可視光線 反応  
UV 通  
光 十分、光触媒反応
起 。

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.29



 nanozone COAT 施工例

【U.K. 】

Before 
-洗浄後 施工- 
2011年2月9日

After 
-約4 月後- 
2011年6月7日

After 
-約20 月後- 
2012年10月4日

【日本　外壁 】

Before 
-洗浄後 施工- After 

2007年1月 After 
2013年12月

【  国際展示場外壁】

-施工後3年経過-

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.30



 nanozone COAT 施工例

【  寺院】 【  鶏舎】 施工

【 腐敗防止（ 分解）】

未使用 皮 噴霧 未使用 皮 噴霧

3週間後

▼

施工後1年経過

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.31



 nanozone COAT 施工例

【犬 皮膚障害回復（真菌類殺菌）】

【花 持続効果（雑菌 繁殖抑制)】

左  
①水 代  
　 希釈液 
②花 直接  
③ 内側 施工 
④未施工

3週間後

▼

10日後

▼

① ② ③ ④

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.32



従来 光触媒 違

一般的 光触媒

施工価格　（床面積100平米） ￥　300,000　～　￥400,000 ￥200,000　～　￥250,000 
３分 ２

 
（ 不要 信頼度）

商品  
混 場合 。

成分 水 酸化 ！ 
一切入 。

酸化 埋 、
値 実際 効果 差 出 。 

、酸化 酸化 、 
自 脱落 現象 起 。

施工面 酸化 完全 露出 、 
実環境 理論通 性能 発揮 

可能 。

反応 光
酸化 埋  

光触媒反応 起  
野外 強 紫外線 必要

施工面 自己結合 酸化 並  
光触媒反応 起 必要  
可視光全般（ 光）

抗菌性試験 結果

９９％死滅 時間 
（紫外線 照射） 

  
８時間

９９.９％死滅 時間 
（実験室 蛍光灯 ） 

  
  即時

従来 光触媒

違

従来 光触媒 違

▼ ▼

▼ ▼

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.33



 nanozone COAT 唯一無二 理由

【即効性】
菌、花粉 施工面  

付着 瞬間 光触媒  
酸化分解 無害化

【持続性】
使用  

一緒 剥 落 持続的  
効果 発揮

【医療 高 効果】
共和国 手術室 ICU  
衛生管理 求 場所 

施工実績 多数

【室内施工可能】
施工面 自己結合 酸化  
並 、室内 可視光  
光触媒反応 起

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.34



NanoZoneJapan 公式 認定

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.35



施工済 証明
【貼付 】

80

80

50

42 17

20

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.36



推奨施工機材

 
320,000円税別

 
38,000円税別・48,000円税別

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.37



NanoZoneJapan ・T

200519

nanozone_Tshirt

当資料 内容、 、画像等 無断転載・無断引用・無断使用 固 禁 。p.38


